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｜
研
に
よ
る
決
定

｜
差
し
止
め
を
巡
る
、 定

期
検
査
中
の
四
国
電
力
伊
方
原
発
８
号
機
（
伊
方
町
）
で
加
日
、
点
検
の

識
謹
議
礁

伊
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
ば
か
り
．
涙
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
に
唇
ぃ
篶
窪
が
れ

て
い
る
。

（
１
面
参
照
）

制
御
棒
の
誤
っ
た
引
き
抜
き
一
く
見
て
い
る
。
大
変
遺
憾
だ
」
ず
、
環
境
へ
の
放
射
能
の
影
響

に
続
く
今
回
の
信
号
発
信
を
、
（
大
橋
艮
照
。
原
子
力
安
全
対
は
な
か
っ
た
。
た
だ
「
原
因
が

即
時
公
表
の
Ａ
区
分
星
蓄
雨
と
判
策
推
進
監
）
・
操
作
が
適
切
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
」
と
の

断
し
た
県
。
県
庁
で
の
会
見
で
、
っ
た
か
ど
う
か
も
含
め
原
因
究
理
由
か
ら
、
会
見
に
同
席
し
た

四
雷
に
対
し
口
頭
で
厳
重
注
意
明
と
再
発
防
止
を
求
め
「
今
後
四
雷
担
当
者
か
ら
明
確
な
謝

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
の
定
期
検
査
を
安
全
に
行
っ
て
罪
の
言
葉
は
聞
か
れ
ず
、
会
見

「
放
射
性
物
質
が
出
な
か
っ
た
ほ
し
い
」
と
く
ぎ
を
刺
し
た
。
後
の
愛
媛
新
聞
の
取
材
に
「
心

と
は
い
え
１
月
に
入
り
ト
ラ
ブ
四
電
の
説
明
で
は
、
燃
料
集
配
を
お
掛
げ
し
て
い
る
こ
と

ル
が
続
い
て
お
り
、
菫
態
を
重
合
体
挿
入
時
は
落
下
し
て
お
ら
を
申
し
訳
な
く
思
う
」
と
述
べ
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屑
一

さ
と
う
・
さ
と
し
１
９
５
７
年
山
形
県

生
ま
池
山
形
大
卒
。
２
０
０
２
年
ま
で
米

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
原
子
力
事

－

た
。
四
雷
は
原
因
究
明
後
、
対
策

を
策
定
し
た
上
で
作
業
を
再
開

す
る
方
針
で
「
今
後
は
よ
り
一

｡

一

層
気
を
引
き
締
め
、
一
つ
一
つ

の
工
程
を
慎
重
か
つ
確
実
に
実

施
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

（
菅
亮
輔
、
森
岡
岳
夢
）

患
者
の
申
し
出
で

透
析
中
止
許
容
も

・
学
会
が
提
言
案

室
皐
都
の
公
立
福
生
病
院
で

２
０
１
８
年
、
人
工
透
析
を
や ついて説明した県と四電の会見＝20日夜､県庁

甲
状
腺
検
査
の
一

受
診
率
が
低
下

福
島
県
民
健
康
調
査

塞
宗
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
の
健
康
影
響
を
調
べ
る
福
島

県
の
「
県
民
健
康
調
査
」
検
討

委
員
会
の
評
価
部
会
が
加
日
、

福
島
市
で
開
か
れ
、
県
内
全
て

の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
甲
状

腺
検
査
の
受
診
率
が
低
下
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
た
。
事
故
が

発
生
し
た
２
０
１
－
１
年
に
始
ま

っ
た
１
巡
目
の
先
行
検
査
で
は

帥
％
を
超
え
て
い
た
が
、
鯛
年

か
ら
実
施
し
た
８
巡
目
で
は
“

・
７
％
ま
で
減
少
し
た
。

部
会
長
の
鈴
木
元
・
国
際
医

療
福
祉
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
は

「
（
検
査
で
得
た
）
デ
ー
タ
の

信
頼
性
が
低
下
す
る
」
と
懸
念

を
示
し
た
。

県
の
検
査
を
受
け
ず
に
自
ら

医
療
機
関
で
受
診
し
、
が
ん
と

判
明
し
た
ケ
ー
ス
を
把
握
す
る

一
議

一
取
り
ま
と
め
た
い
と
し
て
い
一

る
。
提
言
案
は
「
最
終
的
な
意
思
一

決
定
は
患
者
の
基
威
的
権
利
」
一
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